










































































’ 1950 1960 1970 ・…11980一
■
■I世　　界 61．2 127．5 312．O ・…j2，030，5
一
■1工業諸園 37．0 85．1 222．1一共　産　圏
・凧・い・・ふ・
4．9 15．O 32．9 8a81203・81第三世界 19．3 27．4 57，0 216．61　542．81産油国 4．3 8．9 17．5 113．9 298．3












■l　iアメリカ 西ドイツ 日　本 イギリス サウジアラピア 韓　国 ブラジル
119160年i　　　l18．0 10．O 3．5 9．3 O，7 O．O 1．1
????
1
■ 16．5 10，7 5．1 8．3 O．8 0．1 1，O
■i???
15．3 12．1 6．8 6．9 O．8 0．3 1．O
1　73　－1。。113．6 12．9 7．ユ 5．9 1．2 O．6 1．2
13．5 11．3 7．0 5．6 3．5 O．6 1．1
■
76　112．711．3 7，4 5，1 4．0 O．9 1．1，????．??
11．5 7．9 5．6 4．O 工．O 1．2
178112・0179　112・O！80－2．O11．9 8．2 6，0 3．2 1．1 1．1
11．4 6．8 6．O 3．8 1．O 1．0





















アメリ 西トイ イギリ フフソ 日本 韓国 イソド タイ フフジ?? ?? ス ス ノレ1一一一
■ 1950年 3．6 8．6 17，510．7 ’ 一 一 21，4 7．4
55 3．9 14．215．810．1 8．4 O．8 一 16，2 6．4
60 4．1 工5．8 14，911．4 9．4 O．9 4．2 16．O 5．5
65 4．0 15，613，910．4 9．3 5．8 3．3 15．4 5，O
70 4．4 18．516，O12．8 9，5 9．7 3．8 10．9 5．2
73 5．4 19．417，414．6 8．9 24．43．8 14．9 7．6
75 7．O 21．419，315．611．224．7 5．O 15．1 6．8
78 6．8 22．122，816．710．126，7 5．7 17．7 6．4
79 7．7 22．522，517．510．324．8 ■ 19．4 6．8
















































































































































































































1970 1975 1979 1980
銀行の対外融資と外債発行一　　　　　　　　　I
一 115，O00．O218，OOO．0212，OOO．O
I　M　F引　出　し’ ユ，509．3 5，261，2 745．2 1，965．9
世界銀行の融資 772．O 2，096．O3，879．O4，535．O
第二世銀融資 143．O 1，026．01，258．O1，972．O米州開発銀行 429．0u 698，9 1，060．O 1アジア開発銀行 1 11．0 238．O 345．0 405．O



































































































































































































































































































































































































核兵器保有国（a） 81．4 78．9 76，0 75，8 67．1 64．6
4大武器輸出国（b） 76，2 73．3 67．4 65，8 57．4 55．8
NATOとWT086．9 85，4 80．5 77，4 70．5 68．8
うち米国とソ運（C） （68．7） （6＆7） （48．9） （仏4） （31．9） （27．1）
他の先進国（d） 9，8 10．1 13．6 15．4 16．O 15．1
開発途上国 3．3 4．5 5．9 7，2 工3．5 16．1
う　ち申東（e） O．6 O，9 1．3 2．2 7．3 7．8
南アジア O．6 O．6 1．1 O．9 0．9 1．1
極 東（f） 1，0 1．4 1．4 1．6 1．9 3．6 ≡
！
アフリカ（9） O．ユ O．3 O．8 1．2 1．8 1．7 ≡











































1％ 2％ 3％ 4％
1980年500，OOO500．000　　500，OOO500，OOO
1990年552，310609．497　671，95868 ，OOO
2000年610，094742．973　903，055940，OOO
ぐにという。なかでも，エジプトでは1974年の段階で国民総生産の40％にのぽ
つた。
　さらに，同報告書は，現在の世界の軍事物資・サービス貿易額を名目で260
億ドルと推定するとき，このうち開発途上国の占めるシェアは，全体の75％，
195億ドルとしている。　しかも，これら諸国は外貨不足に悩みそのため開発の
遅れが深刻な清況となっているのであって，軍事増強への狂奔は，国の守りを
固くするどころか自壌への真の要因となっている。
　米ソの核兵器競争の危険性については，今更ここに綾説するまでもないが，
軍拡そのもののもつ危険性について，r軍縮問題報告書」は次のように要約し
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てし・る。
　r要するに，現代の技術状態の下では，個々の国が軍備を通じて自国の安全
を保障しようと努力する繕果得られるのは，相亙作用の過程である一それは
少くとも軍事安全保障供与のための実質コストを不断に上昇させる。実際に，
世界的視野に立って見れば，軍備競争の正味の結果が安全保障の漸進的な弱化
だということは議論の余地が淀いように思われる。
　国の安全保障に対する現代の挑戦の範囲は，仮想敵国の軍事カよりもはるか
に広い。ここでは，平均経済成長率の明白な，ほとんど世界的な低下や・多く
の重要原料や商品の不足の顕在化や，公害の長期的影響についての懸念の増大
や世界の富と機会のより公正かつ公平な分配に対する説得力のある要求を挙げ
ることができる。世界経済組織の相互依存性はこれらすべての要素を結びつけ
て，複雑な共働作業関係を作り出す。あらゆる証拠からみて，われわれはこれ
らの多種多様だが密接に相互に関係する諸間題を克服できるはずだが，それは，
国際協力と相互協調の拡犬が，これまで必要ないし望ましいと考えられてきた
よりも，はるかに強く追求される場合に隈られる。」
　核戦力の拡充が戦争の抑止力となるといった考えは・巨大な軍傭拡大の現状
においては単なる言い訳にすぎない。現在はその傑有自体に無隈の危険性があ
ることを認識し肢ければなら危い。しかも，軍拡が資本主義工業国ぱかりでな
く，第三世界の諸国にとっても，杜会主義諸国にとっても経済成長と開発の最
大の障害であることを思えぼ、相互不信を超えて，国際協力の拡犬と国際経済，
貿易関係のあらゆる流れの促進を通じて，これらの重複する相互依存関係を相
互利益のために発展させ，童た利用することにより，世界の経済成長と開発の
バランスのとれた持続的パターンを活性化することが望まれるのである。
2）ナショナリズムか国際主義か
ナショナリズムは決して古い概念ではない。それは民族，文化，宗教，地域
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等において統一，独立，発展を志向する近代に特有の心情，思想および運動を
総括した概念といえよう。②資本主義的産業杜会の形成はナショナリズムの生
成と高揚に大いに貢献したが，それは偏狭なシ．ヨーヴィニズムや帝国主義に移
行する要素を内蔵していた。しかL，他面産業杜会ははじめから世界市場を前
提としてその基礎を確立することができたのであって，国際間の白由た競争を
提唱することによりその意志を貫いたのである。この意味において産業杜会は
国際主義をナショナリズムの中に包み込んでいたといえる。もちろん，国際主
義も，階級や民族を趨越して存在しうるものではなく，労働の側でもかつてマ
ルクスによって国際的連帯の必要が叫ぱれたことは周知のところ。いずれにせ
よ，国際主義はコスモポリタニズムとは自ずから異なる概念なのだ。
　ところで，第二次大戦後，ナショナリズムと国際主義は，その性格を変えた
と見るべきか，どうか。明らかに国際政治の面で，国連，NAT0，IMF．．、．．、と
いった国際機関のもつ役割の増大は国際主義を大きく表面に押し出し，ナショ
ナリズムは後退したかに見える。しかし，現実は冷戦過程でみる如く，米ソの
ナショナリズムは国際主義の前に隠れてしまったわけではない。国益を無視し
た国際主義はどこにも存在しない。
　戦後の世界経済にナショナリズムと国際主義がクローズアヅプするにいたっ
た背景は，一方において帝国主義の束縛を脱した多くの開発途上諸国の出現と
その経済的自立の要求となり，他は，先進諾国の技術革新の成熟と，アメリカ
経済の稲対的後退の中から出現した多国籍企業により表面的には国際主義を標
樗Lながら国益（nationa1interest）を追求するという形をとるにいたったこ
とである。
　石油をはじめ重要資源を饒る要求から，r新国際経済秩序」樹立の提言にい
たるまで開発途上諸国は，ナショナリズムを表面に押し出して来ているが，先
進諸国は多国籍企業の活動をもってこれに対応し，生産技術の供与，長期，短
期の資金投入により相互に利益になる体制を編み出そうとする。
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　現在，国際経済で進行している統合の遇程もまた民族企業と民族資本とを相
互浸透させ，所有と支配の新しい多国籍体制に向わせることに作用している。
　S・ハイマー（Stephen　H．Hymer）は，多国籍企業が，資本・労働を国際
化していく傾向にともなって生ずる伝統的な国家権力の喪失と国際的経済政策
手段の出現を通してr国際政府」へのプロセスを描き出している。r企業が国
外に投資する場合は，資本と経営を送り出すにとどまらず，外国の資本と労働
を一つの統合された世界的規模のネットワークに組み入れるシステムを作り上
げる。多くの国の多くの企業が共同してこのネットワーク作りを大規模に行う
とき，一つの新しい世界体制が形成されていく。それらは，過去300年の間，
世界の資本主義を特徴づげた国民経済体制を完全に変革するところの相互浸透
の連動システムの中に，世界の資本と世界の労働を一体化させようとしている
のである。このプロセスは，国家の独立を減殺し，増大Lた相互俵存関係を処
理する超国家機関の形成を要求する。」；割と。そしてこのプロセスはジグザグで
あり実現には程遠いとしても，われわれの想像以上に早いテンポで進んでいる
と指摘している。たしかに，まえにも触れたように先端技術の飛躍的な発展に
もとづく国際的な通信や交流の緊密化と生産・資本の国際化や国際金融の急テ
ソポの成長をみれば，一つの世界体制への動きを肯定することはさほど困難で
はない。諸国はその経済政策について国際的相互依存の下では独自に政策立案
することが困難とたっていることも事実である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　…　　ツ　　ト　先進諸国はここ数年経済政策の調整のためいわゆる首脳会談を開催してきて
いるが，国家的利害の調整を真に効果的ならLめるキメ手となるような政治力
に欠けているため，各国の利害を持ちよるだげに終っている場合が多い。とく
に第三世界や東側諸国との対応となるとその対立を際立たせている。これを解
決するものは南側たると東側たるとを間わず，まず経済協力に努カし，そのた
めに西側諸国が協調していげるよう平和を基調とする国際的な政治力の動員に
努めるべきであろう。
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　しかし，体制を超えたそのような力の結集・動員が果して可能であろうか。
それは国際政治の間題となるが，少くとも何らかのコンセソサスに達する遣は
人類共通の利益をお互いにわかち合うことに英知をしぽり，共通の基盤に立つ
事業を考えることから始めるべきであろう。その場合でも，国民国家の利害と
体制の違いは大きな障害であろう。Lかし，われわれはすでに大きな実験に入
っている。E　Cの統合がその一つであり，他は体制を超えた経済協力の実行で
ある。それは民族的，地方的自治を認めながら，国家主権を国際主義の中に包
み込んで行く過程となるであろう。だが，このような道にふさがる最大の障害
は相互依存の名の下に進められる犬国の軍拡政策なのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1982，　91　1）
注（1）磯村尚徳訳　セルウァソ・ヴユレベール「世界の挑戦」P・213。
　（2）戸田忠一訳　J・フェアウェザー「国際経営論」第4章参照。
　（3）宮崎義一編訳　S・ハイマー「多国籍企業論」P．311－312．
